
 

 

 

 

 

新しい年を迎えて 
校長  早川 修一  

 

  2024年、令和６年になって１週間、今日から３学期が始まりました。皆様におかれましては、ご家族の皆

様とともに素晴らしい新年を迎えられたことと思います。この正月は、１日に能登半島地震、２日には羽田空

港での事故と、立て続きに大きなニュースが日本から入ってきました。チリにも、ご親族等が関係地域にお

住まいの方がいらっしゃるのではと、心配しております。犠牲になられた方々のご冥福をお祈りするとともに、

被害に遭われた方々が少しでも早く日常を取り戻されることを心より願っています。また、改めて、地震や火

災など、非常時に対する備えの大切さを痛感したところです。2010年に起きたチリ地震の経験を当時派

遣されていた津田先生が帰国後の報告書に書かれていたので、引用させていただきます。 

 『家族５人で、就寝中であった。マンションに住んでいたため、左右に揺れる振れ幅がどんどん大きくな

る感じがし、このまま…あともう少し揺れ幅が大きくなると、このマンションは途中から折れると心から思っ

た。約２分間の横揺れ。四つん這いになり、ひたすら揺れが収まるのを祈るような気持ちで待った。揺れが

収まった後、すぐに子どもたちの手を引いて階段を駆け下りた。屋上の貯水タンクが倒れ、水が溢れている

ようで、階段は川のように水が流れている。すれ違う人、出会う人出会う人が、大丈夫と声を掛けあう中、１

階まで無事避難。暗闇の中、たくさんの人が恐怖と不安の顔を浮かべる。全世帯停電となり、ところどころ

に非常灯が見えるが、町中が真っ暗な中、切れた電線がショートし、「バチバチッ」と音を立て、空が光って

いる不気味な光景は未だに忘れられない。 

  道路で夜明けを待って、何とか日本人学校へ。学校は、崩れはしなかったが、物が倒れたり、天井が落ち

たり、ひどい状況だった。もし、授業中であったならば、大けがをしていただろう。それから、電気、ガス、水道、

インターネットが復旧するまで時間がかかったが、ラジオの情報をもとに過ごす。スーパーは食料品や電池

を買い求める人であふれ、ちょっとした買い物でも 2時間待ちの列となった。ガソリンスタンドも長蛇の列

で、交通機関も依然麻痺したままだった。しかし、少しずつ生活も落ち着きを戻し、日本人学校の生徒は無

事登校を再開することができた。』 

  2010年のチリの地震の教訓は、今後も決して忘れることなく引き継いでいかなければいけないもので

す。また、今回の航空機事故では、90秒で全乗客を避難させる訓練が乗客全員の命を救うことにつなが

ったと報道されています。日頃の備えや訓練を常に見直し、より安全安心な学校にしていかなければならな

いと改めて思い知らされました。 

  １月は、日本人学校でも地震と火災に対する避難訓練を行います。地震や火災は、いつ、どこで、どんな

状況下で起こるかわかりません。児童生徒一人一人に、いざという時に自分の命を自分で守れる力をつけ

られるよう、最大限の努力をしていきます。また、１月下旬には、水泳教室も行います。水泳も命を守る上で

とても重要な学習です。いざという時に命が守れる技能を十分身につけられるよう、指導してまいります。 

  最後になりましたが、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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修学旅行     令和５年  １１月２９、３０日、１２月  １日（水・木・金）  

今年の修学旅行は、小学部５、６年生、中学部２年生の３名でチロエ島、プエルトバラスに行き

ました。コロナ禍前のように飛行機を使用しての修学旅行は、４年ぶりとなりました。 

初日は、プエルトモント空港に到着後、チロエ島のアンクーに車で向かいました。始めにレストラ

ンで昼食を食べました。セビーチェ、お肉料理、デザートといったメニューで、チリらしいボリューム

満点の料理でした。その後は、浜辺で水遊びをしました。冷たい水に果敢に入って行ったり、押し

寄せる波で靴を濡らしたりと、決して暖かい日ではありませんでしたが、よい思い出となりました。

最後は、サンアントニオ要塞に行きました。スペイン軍が最後の砦として使用していた要塞で、大

砲のレプリカが置かれ、当時の様子を知ることができました。その後、ダルカウエに向かい、民芸品

市で買い物をしたり、教会を見たりして港町を楽しみました。 

２日目は、カストロの Salmones Antartica 社の工場へ行き、サーモンの養殖から出荷までの

工程について学びました。加工工場では、生け簀から揚げられたトラウトサーモンが出荷先や出

荷する状態の違いによってラインを分け、人の手や機械を使って加工されていました。その後、ボー

トに乗って生け簀の見学に行ったり、サーモンの試食をさせていただいたりと、貴重な体験をさせて

いただきました。午後は、カストロの町に赴き、教会と民芸品市へ行きました。民芸品市では、

「Chiloe」というロゴ入りのキーホルダーやマグネットなどを中心に見て回り、お土産を買った子ど

もたちでした。その後、プエルトバラスへ向かいました。この日は穏やかな天気ということもあり、オ

ソルノ山が７割くらい顔を出していました。翌日の天気が不安定という予報もあり、この日のうちに

記念撮影をしました。 

３日目は、プエルトバラスの町を散策しました。本屋やチョコレートショップなどに入ってお土産を

買いました。最後にはアイス屋に入って、みんなでアイスを食べました。あまりの量の多さにみんな

苦しそうでしたが、それもまたよい思い出でしょう。朝は雨が降っていたものの、プエルトバラスを離

れる頃には、晴れ間も見え、最後にもう一度記念撮影をして出発しました。 

この修学旅行でチロエ島とプエルトバラスの街並みの違いを感じることができました。また、そこ

で働く人たちの姿をしっかり見ることができました。教会などの歴史的建造物にも行くことができ、

充実した３日間となりました。ホテルでは、プールに入って遊んだり、少しばかりの夜更かしもあった

りと、修学旅行ならではの楽しみを経験することができた３人でした。 

 

 

 

 

「自然の楽しさを知ろう」  

「自分たちの手で楽しいキャンプにしよう」  

というめあてのもと、４つの班に分かれ、リーダーを中心に協力し、全力で活動した小

学部１～４年生。川は雪解け水が濁流と化していましたが、アラジャンの豊かな自然を

全身で感じることができました。また、アラジャン、学校の両日とも、仲間と協力する

ことでより楽しめることを学びました。  

 

楽し
くて最高！ 💛 サマーキャンプ

２０２３年１１月３０日（木）、12 月１日（金）  



※予定なので、変更する可能性があります。

1月 ８日 (月) 3学期始業式 書き初め 1１：３０ 一斉下校  サマースクールスタート 

９日 （火） 後期委員会④ 

１０日 (水) 避難訓練(地震) 6校時 

1２日 (金) 百人一首大会 ５・６校時 

1６日 (火) クラブ⑨ 

1７日 (水) バス集会  

１８日 （木） アンデス隊 

１９日 (金) 校外学習（タキイ種苗 収穫体験）    

2０日 (土) 英検③ 

2３日～ (火) 水泳教室  全４回（2３日・25日・2６日・3１日） 

2７日 (土) 数検② 

3０日 (火) 合同体育⑫ 

2月 １日 (木) ハッピーバースデー集会  理事会  中２職場体験（OCS） 

２日 （金） 新入生入学説明会 

３日 (土) PTA夏祭り 

６日 (火) 後期委員会⑤(最終) 

８日 (木) アンデス隊 

９日 （金） 全校集会（委員会） いじめアンケート 

1１日 (日) 漢検③ 

1３日 (火) 授業参観日 学級懇談会 クラブ⑩ クラブ見学 

1５日 (木) 全校集会（卒業式に向けて） 

１８日 (日) 英検③ 二次 

１９日 （月） 中学部学年末テスト 

2０日 (火) クラブ⑪ 

2１日 (水) バス集会 

2３日 (金) ひな祭り集会（１、２年主催 ZOOM配信） 

２７日 （火） 合同体育⑬ 

2９日 (木) ハッピーバースデー集会 

3月 ５日 (火) クラブ⑫ 

７日 （木） 卒業証書授与式 

８日 (金) 修了式  お別れ会 離任式 

 


